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は
じ
め
に

東
京
交
通
短
期
大
学
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
に

来
て
13
年
が
経
っ
た
。
当
初
、
短
大
生
と
話

し
た
と
き
「
こ
ん
な
に
鉄
道
会
社
の
現
業
職

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
学
生
が
い
る
の
か
」

と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
毎
年
就
職
者
の
7
割

く
ら
い
が
鉄
道
関
連
会
社
に
就
職
す
る
。
最

近
は
、
運
転
士
に
な
る
卒
業
生
も
お
り
、
東

海
道
新
幹
線
を
は
じ
め
多
く
の
鉄
道
会
社
に

運
転
士
が
い
る
。
今
年
9
月
に
は
、
S
L

の
運
転
士
教
習
に
入
っ
た
卒
業
生
も
い
る
。

そ
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
採
用
市
場
が

さ
ら
に
若
手
優
位
に
な
っ
て
き
た
。
新
卒
採

用
は
、
3
月
1
日
か
ら
採
用
広
報
活
動
の
開

始
に
な
る
が
、
現
状
は
夏
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
以
降
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
感
じ

で
あ
る
。
特
に
、
２
０
２
７
年
採
用
は
か
な

り
の
競
争
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
人

材
確
保
」
が
経
営
の
根
幹
を
揺
る
が
す
課
題

と
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

若
年
労
働
力
人
口
が
減
少
す
る
中
、「
人

材
確
保
」
の
競
争
は
激
化
の
一
途
を
辿
り
、

鉄
道
事
業
が
そ
の
「
安
全
」
と
「
安
定
輸

送
」
と
い
う
公
共
的
な
使
命
を
果
た
し
続
け

る
た
め
に
は
、
従
来
の
採
用
戦
略
や
組
織
運

営
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の

変
革
の
核
心
は
、「
令
和
世
代
に
『
受
け
入

れ
ら
れ
る
』
組
織
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
実
現
し
、「
安
全
」
と
い
う
絶

対
的
な
基
盤
を
守
り
な
が
ら
、
若
手
に
「
納

得
感
を
与
え
続
け
ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
点

に
あ
る
。

１
９
８
０
年
代
の
バ
ブ
ル
期
は
、
初
任
給

が
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
入
社
者
に
新
車
を

提
供
す
る
会
社
が
あ
り
、
新
卒
者
は
1
名
あ

た
り
１
０
０
０
万
円
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
と

言
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
も
踏

ま
え
、
本
稿
は
、
民
営
鉄
道
業
界
に
お
け
る

「
人
材
確
保
」
の
現
状
と
課
題
を
分
析
し
、

特
に
若
者
の
成
長
意
欲
に
応
え
る
組
織
文
化

の
構
築
、
労
働
環
境
の
改
善
（
泊
ま
り
勤
務

の
見
直
し
を
含
む
）、
そ
し
て
初
任
給
競
争

と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
、
持
続
可
能
な
人

材
確
保
戦
略
を
考
察
す
る
。

１
．
東
京
交
通
短
期
大
学
の

　
　

鉄
道
会
社
就
職
率
は
81
・
9
％

近
年
、
本
学
の
就
職
実
績
を
見
る
と
、
就

職
者
の
鉄
道
会
社
就
職
率
が
高
く
な
っ
て
お

り
、
２
０
２
４
年
度
に
至
っ
て
は
81
・
9
％

ま
で
上
昇
し
て
い
る
（
図
1
）。
さ
ら
に
、

採
用
内
定
時
期
も
鉄
道
会
社
に
よ
っ
て
は
2

年
生
の
12
月
な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
内

定
を
出
し
て
も
辞
退
が
あ
り
採
用
数
に
達
す

る
の
に
か
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
本
学
と
し
て
は
、
一
見
好
調
な

数
字
の
裏
側
で
、
業
界
全
体
は
深
刻
な
構
造

的
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
本
学
に
は
、
こ

こ
数
年
、
関
東
の
鉄
道
会
社
だ
け
で
な
く
、

北
海
道
、
東
海
、
関
西
、
九
州
な
ど
の
鉄
道

会
社
も
求
人
案
内
に
来
る
。
そ
れ
は
、
新
卒

採
用
に
か
か
わ
ら
ず
中
途
採
用
に
至
っ
て
も

同
様
な
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
社
会
の

人材確保の新たな戦略
令和世代に選ばれる鉄道業界の
組織づくりとコミュニケーション
東京交通短期大学運輸科 教授　キャリア支援室 室長

田邉 友昭
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キャリアコンサルタント ( 国家資格 )、キャリア・デベロップメント・アドバイザー (CDA)、2 級キャリアコンサルティン
グ技能士。1989 年関西学院大学法学部法律学科卒業。株式会社リクルート ( 現株式会社リクルートホールディングス )
に入社。就職情報誌事業、人材総合サービス事業などで営業。2004 年ソニー・ヒューマンキャピタル株式会社で技術者
派遣の新卒採用責任者などを歴任。2009 年に、ええ人材採用研究所 ( 個人事業主 ) 現職。2010 年横浜商科大学でキャリ
アデザインの非常勤講師。2012 年より現職。採用支援と就職支援の経験を踏まえて、短大生の就職支援を行っている。
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24
年
（
１
９
４
９
年
）
の
２
６
９
万
６
６
３

８
人
を
ピ
ー
ク
に
、
減
少
傾
向
が
継
続
し
て

お
り
、
令
和
6
年
（
２
０
２
４
年
）
の
出
生

数
は
過
去
最
少
を
記
録
し
た
。（
図
3
）。
さ

ら
に
、
２
０
２
５
年
に
日
本
で
生
ま
れ
る
日

本
人
の
子
ど
も
の
数
は
前
年
比
3
・
0
％
減

の
66
万
５
０
０
０
人
程
度
に
な
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
少
子
化
は
、
将
来
の
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
に
直
結
す
る
。
生
産
年
齢
人
口
（
15

～
64
歳
）
は
２
０
２
０
年
の
７
５
０
９
万
人

か
ら
、
２
０
４
０
年
に
は
６
２
１
３
万
人
へ

と
、
今
後
も
毎
年
約
60
万
人
の
ペ
ー
ス
で
減

少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
若
年
層
の
新

規
入
職
者
の
確
保
は
一
層
困
難
化
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
高
齢
化
の
進
展

に
伴
い
、
医
療
や
介
護
と
い
っ
た
生
活
維
持

サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
、
社
会
全
体

で
労
働
需
要
が
強
ま
る
と
い
う
「
奇
妙
な
人

手
不
足
」
の
二
重
構
造
が
生
じ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
、
若
年
層
の
採
用
市
場

に
お
け
る
競
争
が
激
化
す
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い
。

３
．
鉄
道
会
社
の
対
策
：
労
働
環
境
の

　
　

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
と
ベ
テ
ラ
ン
の
活
用

こ
の
構
造
的
な
人
手
不
足
と
採
用
競
争
の

激
化
に
対
応
す
る
た
め
、
民
営
鉄
道
業
界

は
、
若
年
層
の
キ
ャ
リ
ア
不
安
を
払
拭
す
る

組
織
運
営
の
導
入
、
労
働
環
境
の
改
善
、
そ

し
て
ベ
テ
ラ
ン
層
の
積
極
的
な
活
用
を
複
合

的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

少
子
化
が
課
題
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。特

に
、
若
年
労
働
力
の
減
少
が
顕
著
で
あ

る
。
産
業
別
の
就
業
者
年
齢
構
成
を
見
る

と
、
２
０
２
４
年
に
お
け
る
55
歳
以
上
の
割

合
は
全
産
業
平
均
の
32
・
4
％
に
対
し
、
運

輸
業
は
33
・
9
％
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

一
方
、
29
歳
以
下
の
割
合
は
全
産
業
平
均

16
・
9
％
に
対
し
、
運
輸
業
は
11
・
0
％
と

低
く
推
移
し
て
い
る
（
図
2
）。
運
転
士
、

車
掌
、
駅
務
員
と
い
っ
た
現
業
職
種
の
不
足

を
懸
念
す
る
事
業
者
は
少
な
く
な
く
、
特
に

鉄
道
運
転
士
に
つ
い
て
は
、
国
民
意
識
調
査

で
57
・
1
％
が
担
い
手
不
足
を
「
深
刻
」
と

感
じ
て
い
る
。
こ
の
構
造
的
な
人
手
不
足

は
、
景
気
の
変
動
に
よ
る
一
時
的
な
も
の
で

は
な
く
、
社
会
が
必
要
と
す
る
労
働
量
に
対

し
て
働
き
手
の
量
が
下
回
っ
て
い
る
「
労
働

供
給
制
約
」
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
根

本
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２
．
最
近
の
少
子
化
の
状
況
と

　
　

労
働
力
構
造
の
変
容

労
働
供
給
制
約
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
日

本
の
急
速
な
少
子
化
で
あ
る
。
２
０
２
４
年

の
人
口
動
態
統
計
（
概
数
）
に
よ
る
と
、
出

生
数
は
68
万
６
０
６
１
人
と
な
り
、
前
年
の

72
万
７
２
８
８
人
よ
り
4
万
１
２
２
７
人
減

少
し
、
出
生
率
（
人
口
千
対
）
は
5
・
7
に

低
下
し
た
。
ま
た
、
合
計
特
殊
出
生
率
も

1
・
15
と
前
年
の
1
・
20
よ
り
低
下
し
て
い

る
。
出
生
数
の
年
次
推
移
を
み
る
と
、
昭
和
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（
1
）�

若
年
者
の
成
長
意
欲
に
応
え
る�

組
織
・
人
材
育
成

現
代
の
若
者
、
特
に
Z
世
代
は
、
以
前
の

よ
う
な
勤
務
条
件
や
給
与
の
「
不
満
」
で
は

な
く
、
自
分
が
成
長
で
き
な
い
と
い
う
「
不

安
」
を
理
由
に
転
職
す
る
傾
向
に
あ
る
。
彼

ら
は
「
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明
し
て
く

れ
る
」「
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
」「
気
軽

に
相
談
し
や
す
い
」
上
司
像
を
理
想
と
し
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
主
導
権
を
自
分
で
持
ち
た

い
と
強
く
望
ん
で
い
る
。

• 「
キ
ャ
リ
ア
の
自
律
的
な
形
成
の
支
援
」　

社
員
が
自
律
的
に
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
た

め
に
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
の
事
例
と
し
て
、
本

人
の
実
現
し
た
い
こ
と
（W

ill

）、
活
か
し

た
い
強
み
（Can

）、
業
務
目
標
（M

ust

）

を
統
合
し
た
目
標
管
理
シ
ー
ト
（W

ill-Can-
M

ust

シ
ー
ト
）
な
ど
を
活
用
し
、
上
長
と

の
対
話
を
通
じ
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
定
し
、

「
個
の
自
律
」
を
促
す
仕
組
み
が
有
効
で
あ

る
。

• 「
越
境
と
学
習
機
会
の
提
供
」　
多
様
な

経
験
は
若
者
の
不
安
を
解
消
し
、
成
長
意
欲

を
満
た
す
。
J
R
東
日
本
で
は
、
事
業
を

横
断
し
た
人
材
交
流
と
し
て
「
公
募
制
異

動
」
を
導
入
し
、
４
０
０
人
を
超
え
る
応
募

を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
社
員
は
鉄

道
事
業
に
留
ま
ら
な
い
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
を

描
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
組
織
全
体
と
し

て
も
相
互
理
解
が
深
ま
る
。

（
2
）�

働
き
方
改
革
の
推
進
と�

「
泊
ま
り
勤
務
」
の
見
直
し

長
時
間
労
働
の
是
正
は
、
若
者
の
入
職
を

促
し
、
多
様
な
人
材
の
定
着
を
図
る
上
で
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
泊
ま
り
勤
務
の
是
正
が
挙
げ
ら
れ

る
。南

海
電
気
鉄
道
は
、
働
き
方
改
革
の
一
環

と
し
て
駅
員
の
泊
ま
り
勤
務
の
大
幅
縮
小
に

着
手
し
、
育
児
や
介
護
の
事
情
を
抱
え
る
希

望
者
の
泊
ま
り
勤
務
を
原
則
免
除
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
夜

間
の
人
員
減
に
対
し
、
一
部
機
器
を
遠
隔
管

理
シ
ス
テ
ム
で
操
作
し
た
り
、
警
備
会
社

と
の
連
携
を
強
化
し
た
り
す
る
こ
と
で
対

応
す
る
先
進
的
な
事
例
で
あ
り
、「
長
時
間

働
け
る
」
組
織
か
ら
「
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
働

け
る
」
組
織
へ
の
転
換
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
勤
務
形
態
の
柔
軟
化
は
、

女
性
や
外
国
人
、
高
齢
者
と
い
っ
た
多
様
な

労
働
力
の
活
用
に
も
繋
が
る
。
再
雇
用
者
層

に
対
し
て
も
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
基
本
と

し
つ
つ
も
、
加
齢
に
よ
る
体
力
低
下
や
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
週
の
勤
務
日
数
を

短
く
す
る
短
日
勤
務
制
度
を
併
用
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

（
3
）�

豊
富
な
経
験
を
持
つ
高
齢
者
の�

積
極
的
な
活
用

少
子
化
が
進
む
中
で
、
長
年
培
っ
て
き
た

知
識
や
経
験
を
持
つ
高
齢
者
の
活
用
は
経
営

上
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
民
営
鉄

道
業
界
で
は
、
定
年
後
も
継
続
し
て
再
雇

用
・
勤
務
延
長
を
希
望
す
る
従
業
員
が
半
数

を
超
え
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く

と
予
想
さ
れ
る
。

• 「
乗
務
員
・
駅
務
担
当
者
の
職
域
拡
大
と

負
荷
軽
減
」　
運
転
士
不
足
へ
の
対
応
と
し

て
、
健
康
面
や
適
性
面
に
問
題
が
な
け
れ
ば

60
歳
以
降
も
運
転
業
務
に
就
か
せ
て
い
る
事

業
者
や
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
を
避
け
閑
散
区
間
や

支
線
で
の
低
速
運
転
を
担
わ
せ
る
な
ど
、
負

荷
を
軽
減
し
た
上
で
活
用
し
て
い
る
事
例
が

あ
る
。
ま
た
、
定
年
到
達
以
前
に
運
転
士
か

ら
駅
務
担
当
者
へ
異
動
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

が
、
60
歳
以
降
も
駅
の
清
掃
や
無
人
駅
の
券

売
機
集
金
と
い
っ
た
負
荷
を
軽
減
し
た
業
務

を
担
わ
せ
て
い
る
事
業
者
も
あ
る
。

• 「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
経
験
の
継
承
」　

再

雇
用
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
は
若
年
層

へ
の
悪
影
響
や
管
理
職
へ
の
過
度
な
負
担
を

招
く
懸
念
が
あ
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
賃

金
・
処
遇
面
で
の
工
夫
に
加
え
、
経
験
を

活
か
す
役
割
の
付
与
が
有
効
で
あ
る
。
例

え
ば
、
職
長
出
身
者
を
「
運
転
保
安
指
導

員
」
に
任
命
し
、
指
揮
命
令
系
統
外
で
現
役

職
員
へ
の
現
場
指
導
や
助
言
を
行
わ
せ
る
こ

と
で
、
ベ
テ
ラ
ン
の
目
を
活
用
し
つ
つ
現

場
の
負
担
軽
減
に
も
役
立
て
て
い
る
。
ま

た
、
再
雇
用
期
間
満
了
時
（
再
雇
用
上
限
年

齢
）
に
、「
功
労
金
」
の
意
味
を
込
め
て
一
時

金
（
第
二
退
職
金
）
を
支
給
す
る
仕
組
み

は
、
公
的
給
付
の
影
響
を
受
け
ず
に
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
で
き
る
。

４
．
２
０
２
５
年
に
は
じ
ま
っ
た

　
　

初
任
給
ア
ッ
プ
競
争

採
用
市
場
の
激
化
は
、
初
任
給
の
水
準
に

如
実
に
表
れ
て
い
る
。
２
０
２
５
年
度
の
東

証
プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業
（
速
報
集
計
）
に
お

い
て
、
大
学
卒
の
初
任
給
平
均
は
25
万
５
１

１
５
円
に
達
し
、
83
・
2
％
の
企
業
が
初
任

給
を
引
き
上
げ
て
い
る
（
図
4
）。
２
０
２

４
年
度
の
86
・
8
％
に
続
き
の
か
な
り
の

ア
ッ
プ
で
あ
る
。

特
に
、
就
職
人
気
企
業
に
お
い
て
は
、
初

任
給
の
「
30
万
円
超
え
」
が
一
般
化
し
つ
つ

あ
る
。
例
え
ば
、
伊
藤
忠
商
事
（
大
卒
36
万

円
）、
三
菱
U
F
J
銀
行
（
大
卒
30
万
円
）、

ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
（
大
卒
32
万
３
０
０
０

円
）
な
ど
が
高
水
準
を
提
示
し
て
お
り
、
採

用
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
若
年

労
働
力
人
口
の
減
少
と
物
価
高
騰
を
背
景

に
、
企
業
が
「
給
与
の
低
さ
」
を
最
大
の
採

用
難
の
要
因
と
認
識
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。こ

の
初
任
給
競
争
は
今
後
も
加
速
す
る
と

予
測
さ
れ
る
中
、
鉄
道
業
界
も
例
外
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
航
空
業
界
の
J
A
L
（
大

卒
26
万
１
０
０
０
円
）
や
A
N
A
（
大
卒

26
万
２
０
０
０
円
）
の
初
任
給
と
比
較
し
て

も
、
30
万
円
を
超
え
る
水
準
に
追
い
つ
く
こ

と
が
、
優
秀
な
人
材
を
獲
得
す
る
上
で
の
最

低
条
件
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
鉄
道
業
界
も
、

各
社
で
ア
ッ
プ
は
し
て
い
る
。
例
．
東
日
本

旅
客
鉄
道
（
総
合
職
・
エ
リ
ア
職
）（
大
学

卒 

26
万
２
０
０
０
円
）、
西
武
鉄
道
（
総
合

職
）（
大
卒 

29
万
円
）、
東
急
電
鉄
（
総
合

職
）（
大
卒
　
28
万
２
０
０
０
円
）
な
ど
で

あ
る
。
し
か
し
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
い
。
２
０
２

６
年
入
社
で
は
、
初
任
給
が
40
万
円
に
達
す

る
企
業
も
出
て
き
て
い
る
。
学
生
の
視
点
で

言
う
と
、
業
界
全
体
が
意
志
を
持
っ
て
行
動

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
興
味
が
向
き
が
ち
で
あ
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る
。
そ
の
た
め
、
原
資
を
確
保
す
る
た
め
、

運
輸
業
の
労
働
生
産
性
を
高
め
る
取
り
組
み

（
省
人
化
・
省
力
化
技
術
の
活
用
な
ど
）
を

さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

５
．
ど
う
若
者
に
「
鉄
道
業
界
」
を

　
　

認
知
さ
せ
る
の
か
：

　
　

組
織
文
化
の
変
革
と
仕
事
の
意
義

初
任
給
競
争
が
続
く
中
で
、
若
者
に
「
不

安
転
職
」
を
さ
せ
ず
、
選
ば
れ
る
企
業
に
な

る
た
め
に
は
、
金
銭
的
な
報
酬
（
地
位
財
）

だ
け
で
な
く
、
や
り
が
い
や
成
長
機
会
、
人

間
関
係
と
い
っ
た
非
地
位
財
的
な
幸
福
要
素

を
充
足
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
例

え
ば
、
鉄
道
現
場
で
は
、
徒
弟
制
度
の
よ
う

な
風
土
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
乗
務
員
指
導

に
関
し
て
は
、「
師
匠
」「
弟
子
」
と
い
う
関

係
性
が
強
い
。
そ
の
よ
う
な
風
土
を
ど
う
変

え
て
い
く
こ
と
も
重
要
に
な
る
。

（
1
）�

組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化
と�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
変
容

若
者
が
自
律
的
に
働
く
た
め
に
は
、
風
通

し
が
良
く
、
心
理
的
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た

組
織
文
化
が
求
め
ら
れ
る
。

• 「
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
性
」　

大
和
ハ
ウ
ス

工
業
は
、
創
業
以
来
の
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
」

の
組
織
構
造
を
見
直
し
、
社
長
も
「
さ
ん
付

け
」
で
呼
ぶ
文
化
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、

役
職
名
に
よ
る
上
下
関
係
の
再
確
認
を
避

け
、
社
員
の
主
体
性
や
意
見
を
言
い
や
す
い

フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
性
を
促
進
す
る
狙
い
が
あ

る
。
建
設
業
界
の
よ
う
な
上
下
関
係
が
厳
し

い
と
さ
れ
る
業
界
で
も
、
こ
の
変
革
を
進
め

る
こ
と
で
、
組
織
の
硬
直
化
と
そ
れ
に
伴
う

不
正
の
リ
ス
ク
を
解
消
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

• 「
相
互
信
頼
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
深
化
」　

若
者
は
、
上
司
や
先
輩
と
の
間

で
「
気
軽
に
相
談
し
や
す
い
」
関
係
を
求

め
て
い
る
。
リ
ク
ル
ー
ト
の
「
よ
も
や
ま
・

1on1

」
の
よ
う
に
、
業
務
と
は
切
り
離
さ

れ
た
場
で
定
期
的
に
上
長
と
対
話
す
る
こ
と

で
、
ま
だ
言
語
化
で
き
て
い
な
い
不
安
や

好
奇
心
に
気
づ
き
を
与
え
、「
介
在
価
値
」（
そ

の
人
の
存
在
そ
の
も
の
が
組
織
に
与
え
る
価

値
）
を
認
め
合
う
文
化
を
醸
成
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
東
京
メ
ト
ロ
が
運
輸
系
職
種

の
身
だ
し
な
み
ル
ー
ル
を
改
正
し
、
男
女
別

の
基
準
を
撤
廃
、
暗
色
系
ス
ニ
ー
カ
ー
を
許

可
し
た
こ
と
も
、
多
様
性
を
尊
重
し
、
社
員

が
快
適
に
働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
目
的
が

あ
る
。

（
2
）�

成
長
と
「
自
己
中
心
的
利
他
」
の�

機
会
の
提
供

若
者
が
最
も
重
視
す
る
「
成
長
で
き
る
環

境
」
の
提
供
こ
そ
、
鉄
道
業
界
が
若
者
に
選

ば
れ
る
た
め
の
最
大
の
武
器
と
な
る
。

• 「
挑
戦
と
失
敗
の
許
容
」　

東
海
バ
ネ
工

業
が
実
践
す
る
「
会
社
の
た
め
に
仕
事
を

す
る
な
」
や
、
木
村
石
鹸
工
業
が
推
進
す

る
「
責
任
の
定
義
」
の
「
果
た
す
責
任
」
へ

の
変
更
は
、
社
員
が
内
発
的
な
動
機
に
基
づ

き
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
出
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
社
員
は
「
会

社
に
言
わ
れ
た
か
ら
や
る
」
と
い
う
他
律
的

な
姿
勢
か
ら
脱
却
し
、
自
律
的
な
「
自
己
中

心
的
利
他
」（
自
分
が
や
り
た
い
、
得
意
、
そ

し
て
喜
ば
れ
る
仕
事
）
を
追
求
す
る
人
財
へ

と
成
長
す
る
。

• 「
鉄
道
の
持
つ
“
利
他
”
の
意
義
の
再
認

識
」　

鉄
道
業
界
が
持
つ
公
共
的
な
使
命
、

す
な
わ
ち
「
安
全
」「
正
確
性
」「
快
適
性
」
の

提
供
は
、
ま
さ
に
社
会
に
対
す
る
貢
献
（
利

他
）
そ
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
高
齢
化
が
進

行
す
る
中
で
、
高
齢
者
に
と
っ
て
不
可
欠

な
「
移
動
の
自
由
」
や
「
安
全
」
を
確
保
す

る
鉄
道
の
役
割
は
増
し
て
い
る
。
若
者
に
対

し
て
、
単
に
運
行
技
術
を
教
え
る
だ
け
で

な
く
、
高
齢
者
や
交
通
弱
者
の
生
活
を
支
え

る
と
い
う
「
仕
事
の
意
義
」
を
伝
え
る
こ
と

が
、
鉄
道
業
界
で
働
く
「
誇
り
」
と
「
や
り

が
い
」
の
醸
成
に
繋
が
る
。
J
R
西
日
本

の
福
知
山
線
脱
線
事
故
以
降
、
鉄
道
業
界
全

体
で
安
全
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
「
安
全
性
」
を
追
求
す
る
こ
と
こ

そ
が
、
今
後
も
社
会
か
ら
最
も
求
め
ら
れ
る

鉄
道
の
「
利
他
」
の
価
値
で
あ
る
。

６
．
結
論

民
営
鉄
道
業
界
に
お
け
る
人
材
確
保
は
、

少
子
化
と
い
う
構
造
的
な
制
約
と
、
初
任
給

競
争
の
激
化
、
そ
し
て
若
者
の
就
労
意
識
の

変
化
と
い
う
多
層
的
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。
本
稿
で
の
考
察
の
結
果
、
持
続
可
能
な

人
材
確
保
の
た
め
に
は
、
以
下
の
複
合
的
な

戦
略
の
実
行
が
不
可
欠
で
あ
る
と
結
論
づ
け

る
。

第
一
に
、
若
者
の
成
長
意
欲
に
応
え
る
た

め
、「W

ill-Can-M
ust

」「
失
敗
を
恐
れ
ず

に
挑
戦
で
き
る
環
境
」
を
鉄
道
事
業
の
公
共

的
な
「
利
他
」
の
意
義
を
若
者
に
伝
え
、
仕

事
へ
の
誇
り
（
非
地
位
財
）
を
醸
成
す
る
こ

と
。第

二
に
、
若
者
に
選
ば
れ
る
企
業
文
化
を

構
築
す
る
た
め
、
泊
ま
り
勤
務
の
見
直
し
な

ど
の
労
働
環
境
の
改
善
を
通
じ
て
多
様
な
働

き
方
を
許
容
し
、「
さ
ん
付
け
」
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
な
フ
ラ
ッ
ト
で
心
理
的
安
全
性
の

高
い
組
織
風
土
を
醸
成
す
る
こ
と
。

第
三
に
、
賃
金
競
争
に
対
応
す
る
た
め
、

労
働
生
産
性
の
向
上
を
前
提
と
し
た
初
任
給

水
準
の
引
き
上
げ
と
、
ベ
テ
ラ
ン
層
の
豊
富

な
経
験
を
活
か
し
、
短
日
勤
務
や
新
た
な
役

割
（
指
導
員
等
）
の
付
与
を
通
じ
て
組
織
全

体
の
業
務
効
率
化
を
図
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
複
合
的
な
戦
略
、
す
な
わ
ち
、

ソ
フ
ト
面
（
文
化
・
意
義
）
と
ハ
ー
ド
面

（
賃
金
・
環
境
）
と
の
両
輪
で
組
織
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
民
営
鉄

道
業
界
が
「
令
和
世
代
に
選
ば
れ
る
」
存
在

と
な
り
、
社
会
の
基
盤
た
る
「
安
全
」
と

「
安
定
輸
送
」
を
未
来
永
劫
に
渡
り
維
持
し

て
い
く
た
め
の
羅
針
盤
と
な
る
。
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